
5 かまいし市議会だより
第１８３号

間
の
市
政
運
営
の
指
針
と
な

る
「
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画　

後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
計
画
期
間
の
中

間
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
近

年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
急

速
な
人
口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
を
評
価
・
検
証
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
案
で
は
、
重
点
的
に
取

り
組
む
施
策
と
し
て
、「
地
域

医
療
の
充
実
」「
子
育
て
の
支

援
」「
教
育
の
充
実
」「
産
業
の

振
興
」「
防
災
対
策
の
充
実
」

の
５
つ
の
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
か
ら
は
、
施
策
の
成
果

指
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

数
値
目
標
の
実
効
性
や
、
目
標

達
成
に
向
け
た
道
筋
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
第
２
号 
地
方
ロ
ー
カ
ル

線
鉄
道
の
維
持
・
発
展
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

審
査
の
経
過
・
結
果

審
査
の
経
過
・
結
果　

　

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
鉄
道
は
、

現
在
の
利
用
状
況
が
続
く
と
廃

線
や
上
下
分
離
方
式
、
ま
た
は

Ｂ
Ｒ
Ｔ
化
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
将
来
の
自
治
体
運
営
に
支

障
を
来
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
請
願

の
趣
旨
は
、
①
鉄
道
の
特
性
で

あ
る
速
達
性
、
定
時
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
、
②
地
方
へ
の
人

流
と
物
流
を
促
進
す
る
こ
と
、

③
地
方
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
、
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
国
に

対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
す
る
も
の
で

す
。
本
請
願
の
審
査
の
た
め
計

３
回
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
鉄
道
は
移
動
手
段
の
確

保
と
い
う
意
味
で
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
災
害
が
発
生
し
た

際
、
復
旧
費
が
増
大
す
る
、
将

来
的
に
自
治
体
だ
け
の
負
担
で

は
維
持
が
困
難
で
あ
る
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
採
決
し
た
結
果
、
全

会
一
致
で
本
請
願
は
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
⇓

　
起
立
全
員
で
採
択

請
願
第
３
号

　「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
請
願
書　

審
査
の
経
過
・
結
果

審
査
の
経
過
・
結
果

　

本
請
願
の
審
査
で
は
、
教
職

員
の
長
時
間
労
働
が
深
刻
化
す

る
中
、
授
業
時
数
や
学
習
内
容

の
増
加
が
教
育
現
場
や
児
童
生

徒
に
与
え
る
影
響
を
重
視
し
ま

し
た
。
ま
た
、
紹
介
議
員
や
請

願
者
の
趣
旨
説
明
、
教
育
委
員

会
か
ら
の
現
状
説
明
を
受
け
、

教
育
活
動
の
計
画
的
な
運
営
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

い
ま
せ
ん
。

　

答
弁
で
は
、
学
力
課
題
の
要

因
は
授
業
時
数
で
は
な
く
、
授

業
の
質
や
学
び
方
に
あ
る
と
さ

れ
、
授
業
時
数
を
単
純
に
削
減

し
た
場
合
、
確
か
な
学
力
の
育

成
に
懸
念
が
生
じ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業

時
数
と
不
登
校
と
の
明
確
な
相

関
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
律
の
削
減
を
国
に
求
め
る
本

請
願
に
は
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。

　

令
和
７
年
11
月
25
日
（
火
）、

議
員
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
８
年
度
か
ら
５
年

教
職
員
が
教
育
以
外
の
業
務
に

多
く
の
時
間
を
割
か
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
教
育
の
質
の
確
保

に
影
響
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
委
員
会
と
し
て
問
題
意
識

を
共
有
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

教
職
員
の
負
担
と
児
童
生
徒
の

学
習
負
担
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
と
の
意
見
や
、
学
習
時
間
削

減
に
よ
る
学
力
へ
の
懸
念
も
確

認
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
本
請
願
を
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
⇓
　
起
立
多
数
で
採
択

　

至
誠
の
会
は
、
請
願
第
３
号

に
反
対
を
表
明
し
ま
す
。

　

学
校
現
場
が
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
と
の
問
題
意
識
は

理
解
し
ま
す
が
、
解
決
策
と
し

て
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
の

内
容
精
選
や
標
準
授
業
時
数
の

削
減
は
、
当
市
の
教
育
実
態
や

今
議
会
で
の
一
般
質
問
の
答
弁

で
示
さ
れ
た
分
析
と
一
致
し
て
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